
置

宣
●私達を取り巻く、さまざまな災害

しかし、消防団がしっかり守っています

●税金…便利な口座振替制度がはじまります
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▲団員が全員集合した出初式 (l/7)で、点検する小谷町長

大
洗
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
町
民
を
守
る
た
め
に
、
消
防
本
部
、
消
防
署
、

そ
し
て
消
防
団
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
は
、
火
災
予
防
や
砥
言
防
、
消
防
団
の

訓
練
等
防
災
に
関
す
る
業
務
を
総
括
し
て
い
ま
す
。

消
防
署
は
、
い
わ
ゆ
る
「
常
備
消
防
」
で
、
第
＿
線
の
活
動
部
隊
と
し
て
、
防
災
や

人
命
の
救
助
救
出
、
救
急
業
務
を
職
業
と
す
る
組
織
で
す
。

一
方
、
消
防
団
は
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
火
災
や
風
水
害
時
の
出
動
や
日
頃
か
ら
の

防
災
啓
発
活
動
を
行
う
、
地
域
奉
仕
的
な
性
格
が
強
い
団
体
で
す
。

消
防
署
と
消
防
団
、
こ
の
両
者
が
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
働
き
合
い
な
が
ら
、
災
害

か
ら
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
1
月
に
は
大
洗
町
婦
人
防
火
ク
ラ
フ
（
山
戸
美
枝
部
長

＇
磯
浜
地
区
、

大
貫
地
区
、
夏
海
地
区
、
大
洗
漁
協
計
2
6
5
人
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

家
で
最
も
火
を
扱
う
主
婦
の
立
場
か
ら
「
防
火
の
知
識
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基

礎
的
な
救
急
処
置
な
ど
の
マ
ス
タ
ー
に
向
け
て
ク
ラ
フ
員

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

町
、
消
防
団
、
町
呂
ガ

一
伽
て
地
域
を
守
る

火
災
・
風
水
害
・
そ
し
て
地
震
…

私
達
を
取
り
巻
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
。
し
か
し
、

＇

が
し
っ
か
り
守
っ
て
い
ま
す

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
。
平
成
7
年
1
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
戦
後
最
大
級
の
被

害
を
も
た
ら
し
、
改
め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
し
ら
さ
れ
ま
し
た
。

火
災
・
風
水
害
•
そ
し
て
地
震
・
・
・

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
私
達
を
取
り
巻
い
て
い
ま
す。

消
防
団
は
、
「
災
害
か
ら
住
民
の
身
体
・
生
命
と
財
産
を
守
る
」
を
合
l
-

―
口
葉
に
、
日
頃
か
ら
厳
し

い
訓
練
を
し
、
ひ
と
た
び
サ
イ
レ
ン
が
嗚
れ
は
、
深
夜
で
も
ま
た
仕
事
を
中
断
し
て
で
も
現
場
に

か
け
つ
け
ま
す
。
消
防
団
は
、
私
達
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

'98.2.5 広報おおあらい (2) 
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地
域
に
奎
仕

....放水訓練を行う分団員

大
洗
町
の
消
防
団
は
、
昭
和
3
0
年
の
大
洗
町
誕

生
と
同
時
に
編
成
さ
れ
、
1
0
分
団
、
団
員
数
は
、

3
3
2
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ポ
ン
プ
自
動
車
や
消
防
団
詰
所
、
車

庫
の
整
備
、
防
災
無
線
、
町
消
防
署
の
発
足
な
ど
、

消
防
施
設
等
の
整
備
を
次
々
と
進
め
て
き
ま
し

た
。昭
和
4
0
年
に
、
9
分
団
2
2
9
人
体
制
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
長
を
努
め
る
川
上
俊
彦
さ
ん
（
永
町
3

区
）
は
団
員
歴
5
0
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
そ
し

て
、
米
川
不
二
夫
さ
ん
（
古
宿
）
、
田
山
束
湖
さ

▲左から本多、田山、米川の各副団長

二＝＜
▲主婦の立場から「防火」をうったえる大洗町婦人防火クラフの皆さん

安全なまちづく
のために

川上俊彦消防団長

れ
つ
の
分
団

ん
（
蔵
前
3
区
）
、
本
多
保
雄
さ
ん
（
l
丁
目
4

区
）
の
3
人
の
副
団
長
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

こ
の
団
長
、
副
団
長
の
も
と
、
9
つ
の
分
団
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

▼
第
一
分
団
（
宮
内
保
明
分
団
長
）
2
5
人

▼
第
二
分
団
（
磯
前
政
弘
分
団
長
）
2
5
人

▼
第
三
分
団
（
今
関
忠
之
分
団
長
）
3
0
人

▼
第
四
分
団
（
佐
藤
幸
明
分
団
長
）
25人

了
第
五
分
団
（
田
山
勝
造
分
団
長
）
2
5
人

▼
第
六
分
団
（
小
野
瀬
省
二
分
団
長
）
2
5
人

▼
第
七
分
団
（
深
作
勝
男
分
団
長
）
2
5
人

▼
第
八
分
団
（
関
重
夫
分
団
長
）
2
0
人

了
第
九
分
団
（
郡
司
功
分
団
長
）
2
5
人

り

゜
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消防団の歴史
江戸幕府将軍

吉宗の時代に、

町奉行の大岡

藷碕等みが江戸

につ くっ たと

いわれる町人
まちびけし

組織「町火消」

が、消防団の

始まりです。

去
る
1
月
7
日
新
春
恒
例
の
消
防
団
出
初
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
全
団
員
2
2
9
名
が
集
合
し
厳
粛
整
然

と
進
め
ら
れ
、
年
頭
に
当
た
り
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、
自
治
体
消
防
制
度
が
発
足
し
て
5
0
周
年

に
当
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
こ
の
間
、
連
綿
と

永
い
消
防
の
歴
史
を

一
貫
し
て
支
え
て
き
た
も
の

は
、
「
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
災
害
か

ら
守
る
」
と
い
う
伝
統
の
消
防
精
神
で
す
。
こ
れ
に

応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
消
防
団
員
と
し
て
、
何
時

ど
の
様
な
災
害
事
態
に
も
対
応
出
来
る
心
構
え
を
養

う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
規
律
訓
練
や
操
法
訓

練
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
新
た
に
大
洗
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
磯
浜
、
大
貫
、

夏
海
地
区
、
大
洗
漁
協
の
4
つ
の
防
火
ク
ラ
フ
で
構

成
さ
れ
総
勢
2
6
5
名
で
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
火
災
の
な
い
、
火
災
を
起
こ
さ
な

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し
、
消
防
団
と
は
車

の
両
輪
と
し
て
相
携
え
て
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
為

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
共

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(3) 広報おおあらい '98.2.5 



町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・国民年金保険料
（普通徴収） （都市計画税を含む）

便利な

口謳
かはじまります
申し込み

［ヽ岱
通知

口座振替開始
のお知らせ

こ

ぐ
ヘ

置J役場

l /、I/,l 1 lノ、l
lク l/、I,,J,,1 

I々14..I', 1 

口座振替とは

金融機関が納期ごとにあなたの預金

口座から自動的に振り替えて納める

制度です。ただし、納税組合の組合

員は、口座振替の対象となりません。

取扱金融機関

常陽銀行大洗支店、水戸信用金庫

大洗支店、茨城惧信用組合大洗支店、

関東銀行大洗支店、茨城銀行大洗

支店、茨城県信漁連那珂湊支店（大

洗町漁協扱い） 、水戸農業協同組合

大洗支店

振替請求

申込み方法

口座振替取扱い金融機関に用意してあります「ロ

座振替依頼書」に必要事項をご記入のうえお申

込み下さい。なお、振替開始は金融機関で受付

をした月の翌月の納期分からとなります。

《手続きに必要なもの》

①預金通帳と通帳届出印鑑（納税（入）者と預金口

座名義人が異なる場合は納税（入）者の印鑑も必要です。）

②口座振替する税などの納税（入）通知書

くわしくは…大洗町役場
合029(267)511 1 

税務課町民税係（内線141)、固定資産税係（内線143)、
保健課国保係（内線121)、住民課国民年金係（内線114)
または上記各金融機関へ

'98.2.5 広報おおあらい (4) 



共育読本

きらさら

出発は家庭から

弓---999--,1 
LL LL 

L 
いいなあ

●
わ
が
家
で
は
、
年
寄
り
や
先
祖
を
敬
い
、
夫
婦
で
助
け
あ
っ

た
り
、
動
植
物
を
家
族
で
世
話
す
る
な
ど
、
お
互
い
に
い
た
わ

り
合
う
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
る
。
他
人
の
い
た
み
の
わ
か

る
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

（

父）

Vol. l l 

現として子へのかかわり方しだいで一

思いやりの心を育てる

息
い
や
り
は

息
い
や
り
を

受
け
て
育
つ
9
・

いま、小・中学生は

●半数を超える 身勝手な行動

■あなたは、他人のことを考えすに
自分勝手な行動をしてしまうことがありますか？

つぶやき

45 

大洗町中学生

茨城漿中学生

35.2 50.7 9.6 

3.7 

28.6 56.0 10.7 

●
近
所
や
P
T
A
の
集
ま
り
で
、
う
わ

さ
話
や
他
人
の
悪
口
を
平
気
で
言
う
大

人
が
多
い
。

（
小
学
生
の
母
）

●
悪
口
を
言
っ
た
時
、
子
と
も
に
「
私

の
友
達
の
こ
と
を
悪
く
言
わ
な
い
で
」

と
言
わ
れ
て
、
は
っ
と
し
た
。

（
中
学
生
の
母
）

゜に］全くない
20 40 

□あまりない
60 80 l 00 (%) 

□ときどきある 亡］ょくある

（ 平成8年大洗町小 • 中学生アンケート
平成5年 茨城県「中学生の意識調査」 ） 

●
「
わ
が
子
さ
え
良
け
れ
ば
」
の
考
え

が
、
子
ど
も
に
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
」

を
育
て
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

（
反
省
す
る
母
）

●
他
人
の
い
た
み
が
わ
か
ら
な
い
子

は
、
や
が
て
い
じ
め
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

（
青
少
年
相
談
員
）

(5) 広報おおあらい '98.2.5 
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去
る
ー
月
16
日
（
金
）
に
平
成
10
年
の

新
春
を
祝
う
新
年
賀
詞
交
歓
会
と
平
成
9

年
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
関
根
厚
さ
ん

（
勲
五
等
双
光
旭
日
章
）
の
受
章
祝
賀
会

が
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
歴
代
の
叙
勲
受
章
者
や
名

誉
町
民
（
石
井
藤
吉
郎
氏
）
、
田
山
県
議
、

町
議
会
議
員
、
町
内
各
種
団
体
、
企
業
、

事
業
団
の
方
々
な
ど
約
1
5

0
名
が
集
ま

り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
受
章
者
の
関
根
さ
ん
は
、
体
調
を

崩
さ
れ
、
ご
長
男
の
健
造
さ
ん
が
代
理
で

出
席
さ
れ
る
中
、
発
起
人
を
代
表
し
て
小

谷
町
長
が
「
厳
し
い
経
済
環
境
の
な
か
、

21
世
紀
の
進
路
を
決
め
る
地
方
分
権
や
行

財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
町
も

し
っ
か
り
と
し
た
歩
み
を
し
、
明
日
を
生

き
る
道
を
切
り
開
い
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
皆
さ
ん
の
知
恵
を
結
集
し
、
よ

り
よ
い
活
路
を
見
い
だ
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
｀
地
域
振
興
の
た
め
町
民
憲
章
の
各

事
項
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
た
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
伊
藤
議
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
の
田
山
県
議
の
祝
辞
の
後
、

唐
笠
教
育
委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
終

始
な
こ
や
か
に
歓
談
し
な
が
ら
、

叙
勲
の

喜
び
と
、
新
年
の
抱
負
‘
町
の
更
な
る
発

展
を
豆
―
-l

つ
て
い
ま
し
た
。

新
年
賀
詞
交
歓
会

叙
勲
受
章
者
祝
賀
会
を
開
催

申告出張受付日程表

月 日曜 ム云 i笏・日 受付時間

12 木 松川集落センター

13 金 農業会館

16 月 神山集落センター

火 角ー集会所
9.30 

17 
2 I 

18 水 大貫集会所 16 00 

19 木 永町会館

20 金 東集会所

23 月 祝町集会所

※町凛民税の申告に不明な点がありま

したら税務課までお問い合わせ下さい。

fl(267)5 l l l 内線(14l ・ l 42) 

平
成
10
年
度
の
町
嗅
民
税
の
申
告

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
平
成
9
年
中
の
営

業
や
農
業
、
そ
の
他
各
種
所
得
の
あ

る
方
が
対
象
で

3
月
16
日
ま
で
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

▼
町
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
さ
れ

て
い
る
方
。

▼
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
次
の
い
づ

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
給
与
所
得
の
ほ
か
に
「
地
代
、

家
賃
、
配
当
、
農
業
」
等
給
与
以

外
の
所
得
が
あ
る
場
合
。

「
所
得
税
•
町
県
民
税
の
申

告
期
間
は

2
月
16
日

ー

3
月

16
日
で
す
」

②
給
与
所
得
の
み
の
方
で
も
事
業

主
が
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
。
（
提
出
し

て
あ
る
か
ど
う
か
は
商
店
主
、
船

主
、
ま
た
は
経
理
担
当
者
に
確
認

し
て
下
さ
い
）

③
雑
損
控
除
及
び
医
療
控
除
を
受

け
る
場
合
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
す

る
方
は
町
隈
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

申
告
出
張
受
付
を
ご
利
用
下
さ
い

申
告
受
付
期
間
中
は
町
役
場
税
務

課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
次
の
と
お
り
出
張
受
付
も
行

い
ま
す
の
で
最
寄
り
の
会
場
を
ご

利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

'98.2.5 広報おおあらい (6) 



平成7年1月17日、忘れもしない3年前のあの阪神・ 淡

路大震災。テレピで映し出される倒壊した家屋や高速道路、

いたるところから立ち上がる火の手、そして、サイレンが

鳴り轡く中、その被害の大きさに愕然としたのです。

多くの貴い人命を失ったこの震災の記憶も、月日の経過

と共にだんだん薄らいで行くように感じます。

被災地では、高速道路、鉄道、港湾施設の復旧や都市再

開発等、力強く復興が進むなか、未だに多くの方々が不自

由な仮設住宅での生活を余儀なくされているのも事実で

す。この地震により自然が持つ力の大きさを思い知らされ

ましたが、あの極限の中でも、被災地の皆さんは消防隊や

救助隊が到着するまでの間、助け合い、協力し合い、人命

救助や自主防火活動により火災の延焼を最小限に食い止め

るなどの成果を上げることができたのです。現在では、震

災から得た教訓、経験を生かし、地域コミュニティーの自

主防火組織が生まれています。

我が町は、幸いにして今まで大きな災害にみまわれてい

ませんが、いつ起こるかわからない緊急災害に対する備え

は万全を期していきたいと考えています。消防団も団員一

丸となって災害に備えていることは心づよいことですし、

緊急時における早期の情報収集・伝達等の初動体制の強化

を図るため衛里通信を使った職員参集装置を整備しました。また、本年1月

には地域コミュニティーの防火クラブである大洗町婦人防火クラブ（磯浜

地区、大貫地区、夏海地区、大洗漁協 総勢265名）が発足しました。当

クラブは、台所を預る主婦の立場で火災予防に取り組むほか、震災の教訓

を踏まえて防災知識の普及に、地域のリーダーとして力を発揮してもらえ

ることと期待しています。

「災害は忘れた頃にやってくる」の言葉があるように、今後いつ起こる

かわからない災害に備えて、日頃から町消防団、地域住民が連携を深め、

「協働」により豊かな地域活動を育てていくことが、災害に強い安全で安心

なまちにつながると思っています。皆様の一隠のご協力をお願いいたしま

す。

00 

大
洸
町
長

小
谷
隆
売

地
域
連
携
に
よ
る

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

．
 

毎

月

発

行

し

て

い

る

本

紙

（

広

報

お

お

あ

ら

い

）

を

目

の

不

自

由

な

方

へ

も

広

く

広

報

し

よ

う

と

萩

原

純

子

さ

ん

（

大

貫

町

5
5
7
|
18)
の

声

で

吹

き

込

ま

れ

た

録

音

テ

ー

プ

「

声

の

広

報

」

を

茨

城

嗅

視

覚

障

害

者

協

会

を

通

じ

て

町

内

の

盲

人

福

祉

協

議

会

の

希

望

者

7

人

に

お

届

け

し

て

い

ま

す

。

萩

原

さ

ん

は

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

「

ふ

る

さ

と

」

の

メ

ン

バ

ー

で

毎

自

宅

で

「

声

の

広

報

」

を

録

音

す

る

萩

原

純

子

さ

ん

回

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

録

音

を

し

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

「

声

の

広

報

」

を

利

用

さ

れ

て

い

る

方

々

は

、

「

大

変

聞

き

や

す

く

毎

回

楽

し

み

に

し

て

い

ま

す

」

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

目
の
不
自
由
な
方
に
も

町
の
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
（
 

南中学校3年
嶋村芙海

§ 

磯浜小学校6年
梅原功好

下
水
道
自
然
と

暮
ら
し
を
守
る
み
ち

豊
か
さ
を
未
来
に

つ
な
ご
う
下
水
道

佳
作

c
[
"
"
"
賛
ー
ル

小

沼

且

美

さ

ん

(

5

5

歳

桜

道

4
2

3
番

地

）

は

、

長

年

に

亘

り

農

林

水

産

統

計

調

査

に

尽

力

さ

れ

、

そ

の

功

績

に

よ

り

農

林

水

産

大

臣

か

ら

感

謝

状

が

贈

知
事
賞
準
特
選

0 (_ 

ら

れ

ま

し

た

。

小

沼

さ

ん

は

、

昭

和

57年以
後

15年

に

わ

た

り

水

産

統

計

調

査

員

と

し

て

漁

業

経

済

調

査

に

従

事

し

、

漁

獲

量

及

び

流

通

加

工

等

の

調

査

に

お

い

て

的

確

な

情

報

を

提

供

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

調

査

結

果

は

、

水

産

庁

が

実

施

し

て

い

る

漁

業

経

営

の

安

定

対

策

、

漁

業

融

資

、

漁

業

災

害

補

償

等

の

基

礎

資

料

と

な

る

と

と

も

に

国

民

所

得

推

計

資

料

等

に

利

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

小
沼
且
美
さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

(7) 広報おおあらい '98.2.5 



雪
吊
の
成
り
た
る
風
の
音
な
り
し

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
初
冬
、
雪
国
の
公
園
な
ど
で

は
縄
や
針
金
な
ど
で
枝
を
吊
り
、
樹
木

の
雪
折
れ
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。
雪
が
積

ら
す
と
も
そ
れ
自
体
一
種
の
景
観
で
あ

る
の
だ
が
、
そ
の
作
業
が
完
了
す
る
や

否
や
、
折
か
ら
の
烈
風
を
捉
え
て
、
張

〇
よ
う

り
渡
さ
れ
た
縄
が
瓢
々
と
鳴
響
い
た
の

で
あ
る
。

甘
さ
う
な
音
立
て
て
柿
落
ち
に
け
り

金

沢

猿

田

俊

子

〔
評
〕
晩
秋
の
し
じ
ま
を
破
っ
て
突

然
ぐ
し
や
っ
と
音
が
し
た
。
裏
庭
の
柿

が
落
ち
た
の
で
あ
る
。
梅
雨
明
け
の
頃
｀

青
柿
が
こ
つ
ん
こ
つ
ん
と
よ
く
落
ち
た

も
の
だ
が
｀
今
の
音
は
甘
く
熟
れ
た
柿

が
地
面
に
衝
突
し
た
音
だ
。
椀
い
で
喰

べ
て
く
れ
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
昨

今
、
柿
は
独
り
で
に
落
ち
て
虚
し
く
地

に
還
る
ば
か
り
で
あ
る
。

老
桜
冬
木
と
な
り
て
遥
し
く

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
葉
を
震
い
落
と
し
、
素
裸
と

な
っ
た
桜
の
大
木
。
葉
桜
の
頃
は
少
し

の
風
に
も
枝
葉
を
靡
か
せ
て
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
女
性
的
で
さ
え
あ
っ
た
の

．． ． ． 
嫌
壇

だ
が
、一

糸
ま
と
わ
ぬ
冬
木
と
な
っ
た

今
は
、
む
し
ろ
男
性
的
な
風
貌
を
あ
ら

わ
に
し
て
、
這
し
く
大
空
に
枝
々
を
突

き
上
げ
て
居
る
の
で
あ
る
。

曳
売
の
婆
も
初
荷
の
旗
立
て
て

髭

釜

稲

田

富

穂

〔
評
〕
正
月
二
日
を
期
し
て
、
製
造

元
や
問
屋
筋
が
一
斉
に
初
荷
の
ト
ラ
ッ

ク
を
繰
り
出
し
、

一
年
の
前
景
気
を
盛

り
上
げ
た
の
も
今
は
昔
の
風
情
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ぽ
つ

ぽ
つ
と
は
見
掛
け
る
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
初
売
り
の
心

意
気
を
、
リ
ヤ
カ
—

に
立
て
た
初
荷
旗

に
翻
し
て
、
新
春
の
大
通
り
を
行
く
い

つ
も
の
曳
売
り
の
老
婆
な
の
で
あ
る
。

里
寒
し
筑
波
嶺
に
日
の
沈
み
ゆ
き

蔵

前

田

山

佳

風

し

〔
評
〕
棚
引
く
凍
て
雲
を
引
き
離
し
、

筑
波
の
山
か
げ
へ
音
を
立
て
る
よ
う
に

沈
ん
で
ゆ
く
冬
の
入
日
。
双
峰
を
ふ
ち

ど
る
残
照
が
刻
々
と
光
度
を
減
ら
し
、

つ
れ
て
山
ふ
と
こ
ろ
の
暮
色
が
追
々
と

濃
度
を
増
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
し
て
も

筑
波
お
ろ
し
の
運
ん
で
く
る
里
の
タ
ベ

の
こ
の
寒
さ
よ
。

●
後
森
亀
泉
進

み
ん
な
の
ひ
ろ

青
木
の
実
末
社
の
森
も
つ
や
や
か
に

東

光

台

田

中

勝

枝

穏
や
か
な
北
浦
に
立
つ
冬
の
虹

桜

道

上

野

君

枝

流
木
を
寝
か
せ
起
し
て
冬
の
波

祝
町
今
J
I
I
う
め

風
紋
に
残
っ

て
を
り
し
千
鳥
跡

祝

町

今

川

晟

枝
払
ひ
は
ら
ひ
な
が
ら
に
柚
子
落
と
す

角

＿

前

原

青

嵐

参
道
の
あ
じ
さ
ゐ
冬
芽
ふ
く
ら
み
ぬ

髭
釜
清
水
拡

一
朗

磯
風
の
吹
き
抜
く
梢
冬
晴
る
る

永
町
浅
見
美
千
子

初
雀
寄
り
て
は
離
れ
影
散
ら
す

明
神
町
小
松
崎
美
代

残
り
香
の
ふ
と
香
り
く
る
焚
火
跡

髭
釜
岸
根
世
司
子

か
さ

掃
き
寄
す
る
音
も
落
葉
の
嵩
な
り
し

夏
海
大
貫
千
代
子

初
御
空
仰
ぎ
羽
捕
く
鳥
仰
ぎ

新
町
小
松
崎
十
吉

や
ぷ
こ
う
じ

葉
が
く
れ
に
二
粒
三
粒
薮
柑
子

新
町
岸
和
田
和
子

か
け
こ
み
し
待
合
室
の
隙
間
風

桜

道

真

田

静

子

第2保育所 とびた しょうたくん (6歳）

第2保育所 たやま ゅうきくん (6歳）

｀ 

ほく――
,0
匡
ー
ズ
ッ

l

？
グ
つ
乙
ギ
マ
ラ
リ
ー

そ了
6

5
v
 

第2保育所 たぐち むつみちゃん (6歳）

I 

第2保育所 とびた まさるくん (6歳）
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「牡丹」 1/60 

西村勝美

〔評〕白い花の質感が良く出ています。花と葉の

バランスも良いと思います。

100mm 

-- -

「サポーター」

Fll 

35~70mm F8 1/30 

立原昌彦

〔評〕シ ャッ タースピードを遅 くしたことで、旗

がぶれて臨場感が良く出ています。

フ
ォ
ト
P
H
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T
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評
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谷

茂

¥¥¥¥¥ 

立
春
を
過
ぎ
、
木
の
芽
も
す
こ
し

す
つ
萌
え
出
し
て
三
寒
四
温
を
感
じ

る
二
月
で
す
。
寒
さ
が
ま
だ
続
く
毎

日
で
す
が
、
植
物
に
は
春
に
立
派
な

花
を
咲
か
せ
る
た
め
の
冬
休
み
で

す
。
植
物
に
よ
っ
て
は
、
低
温
に
あ

わ
な
い
と
休
眠
か
ら
覚
め
す
花
が
咲

き
に
く
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

室
内
で
楽
し
む
花
は
、
り
ん
ご
な
ど

の
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
発
散
す
る
も
の

の
近
く
に
お
く
と
、
花
が
早
く
し
ぼ

ん
だ
り
雷
が
開
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

今
月
は
、
春
植
五
花
壇

・
庭
な
ど

の
準
備
期
間
で
す
。
落
葉
樹
や
果
樹

の
徒
長
枝
や
込
み
合
っ
た
枝
を
間
引

き
・
切
り
取
り
、
株
元
に
肥
料
（
周

り
三
カ
所
く
ら
い

20¥30cm
の
深
さ

に
、
堆
肥
と
化
成
肥
料
を
混
ぜ
て
）

を
与
え
て
下
さ
い
。
花
壇
に
は
、
ス

コ
ッ
プ
で
土
を
掘
り
返
し
て
堆
肥
、

化
成
肥
料
、
油
カ
ス
、
消
石
灰
な
ど

ウ
メ

季
節
の花
だ
よ
り

を
混
ぜ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

今
の
時
期
に
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
駆
除

を
し
ま
し
ょ
う
。
農
薬
は
石
灰
硫
黄

合
剤
、
ま
た
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
を
二
、

三
度
か
け
て
下
さ
い
。
花
苗
の
植
ズ

付
け
は
三
月
中
・
下
旬
が
良
い
で
し

ょ
う
。
二
月
に
は
水
戸
偕
楽
園
で
観
梅
が

始
ま
り
、
大
勢
の
方
が
訪
れ
賑
わ
い

ま
す
。
庭
木
と
し
て
植
え
て
い
る
梅

も
二
、
三
年
に

一
度
は
枝
を
切
り
戻

し
、
間
引
い
た
ほ
う
が
花
・
実
と
も

よ
く
付
く
よ
う
で
す
。
鉢
植
ス
、
寄

せ
植
歪
の
梅
は
、
毎
年
、
鉢
か
ら
抜

い
て
根
、
枝
を
切
り
詰
め
て
、
花
の

終
わ
っ
た
三
月
中
・
下
旬
に
植
え
替

え
ま
し
ょ
う
。

草
花
で
は
プ
リ
ム
ラ
、
サ
イ
ネ
リ

ア
（
シ
ネ
ラ
リ
ア
）
が
春
を
告
げ
る

代
表
花
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
プ

リ
ム
ラ
に
は
三
種
類
の
仲
間
（
オ
ブ

コ
ニ
カ
、
ポ
リ
ア
ン
サ
、
マ
ラ
コ
イ

デ
ス
）
が
あ
り
、

別
名
サ
ク
ラ
ソ
ウ

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
中
国
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
、
日
本
に
分
布
し
最
近
は
園

芸
用
に
改
良
さ
れ
、
色

．
姿
と
も
多

彩
で
美
し
い
花
で
す
。

花
言
葉
ウ
メ

「澄
ん
だ
心
、
忠
実
j

プ
リ
ム
ラ

「神
秘
な
心
、
素
朴
」

サ
イ
ネ
リ
ア

「常
に
快
活
」」

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー
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▲外の雪を忘れてしまうほど、きれいな睛れ着姿でいつばいでした

はたちの門出

`̂  27年ぶり量の成人式
「成人の日」の1月15日、早朝から雪が降り続く、あいにくの空

模様の中、町文化センターで成人式が行われました。本町の新成人

は279名。式典にはそのうち196名が出席。門出を祝う式典は、新

成人者（運営委員32名）自らの「手づくり」の運営で行われました。

式に先立ち、運営委員による手作りの企画、スライドで振り返る

20年間の思い出には、会場は歓声と笑いに包まれました。

式典では、小谷町長が「21世紀はあなた方の時代です。日本の伝

統と文化を大切にしながら、自覚と責任をもって行動してほしい。」

と式辞を述べその後、来賓を代表して伊藤町議会議長、田山県議

会議員の祝辞。新成人を代表して小沼広之さんと飛田麻衣さんに証

書と記念品が贈られ、大山壮郎さんが謝辞を述べたほか、恩師にイ

ンタビューなど厳粛な中にも手作りの良さが感じられた式典でした。

式典終了後恒例のお楽しみ抽選会では、抽選で選ばれた挑戦者が用

意された3枚のカードの中から 1つを選び、赤いカードを取った6名

に北海道フェリーペアチケットがプレゼントされました。

心に残る成人式を迎えることが出来た皆さんは「少しでも社会に

役立てて」とボランティア募金を募り集まった募金を社会福祉協議

会へ寄付されました。

►

司
会
を
務
め
た
運
営
委
0只
の
杉
山

裕
子
さ
ん
と
今
泉
図
弘
さ
ん

▲清掃活動に汗を流すみなさん

地瑾0)環境美fヒ（さ
e行し望の手で‘

12月14日に東光台の「墓末と明治の博物館」から三方向の道路を

中心に、クリーン大作戦が行われました。

これは、地域の環境美化は自分達の手でと倫理研究所大洗支所と大

洗ロータリークラブが主催し、各種団体に呼び掛けて毎年6月と12月

に実施しているものです。

この日は過去最高の約180名の各種団体や町民の皆さんが集まり、

年末年始で本町を訪れる数多くの観光客をこ＂みのないきれいな町で迎

えようと、清掃活動に汗を流しました。約1時間で集まったこ＂みの量は

トラック4台分。参加した皆さんご協力ありがとうございました。

'98.2.5 広報おおあらい (l 0) 



▲各隊員を視閲する県番本部長

◄

隊
列
を
乱
さ
な
い
見
事
な
大
行
進

勇壮、

一糸乱れぬ大行進
1月13日、大洗港第4埠頭で、新春恒例の県警による視閲式

が行われました。この式は、警察官の士気の高揚と出動訓練を

兼ねて、毎年警察学校で行われていましたが、一般の方々にも

広く見学してもらい、警察活動への理解を県民の皆さんに深め

てもらおうと、昨年に続き今年も大洗港で開催されました。

式では、千葉行雄県警本部長が貝守るなか、白バイ31台を

先頭に、パトカー19台、特殊車両13台などが出動、それに続

き、隊列を組んだ本部各部、隈内各警察署、婦人警官、県警音

楽隊、警察犬l2頭など総勢777人が行進しました。

見学に訪れた地元の保育園児や中学生、多くの町民の皆さん

は、その一糸乱れぬ行進に見入っていました。

転胤0屯渭る0屯薗子一緒
町青少年育成会議では、スキ＿を通して親と子のふれあいを

深めようと「親子ふれあいスキー教室」が、 1月10日栃木県の

エーデルワイススキー場で開催されました。

この教室には、町内に住む親子28組82名の家族が参加。町

体協スキ＿部（大貫茂男部長）の皆さんの協力で、楽しく、わ

かりやすいスキー教室が初心者と中級のグループに分かれて開

かれました。

半数以上の親子は今回のスキーが初めて。子供たちは、何回

も何回も転ひながら少しすつボーゲンで滑れるようになりまし

た。また、お母さんたちも悪戦苦闘しながらも、果敢にチャレ

ンジ。今年は、例年よりも上達が早く午後からは親子でボーゲ

ンで滑るほほえましい姿がゲレンデのあちらこちらに見られま

した。

ー
ど
の
コ
ー
ス
す
べ
ろ
う
か
？

．／＼ 
▲休日を返上してのサーピスに、心の芯まで温まりました

皆で気持ちよい新年を！
町社会福祉協議会では、お年寄りに気持ちよく新年を迎え

てもらおうと、ホームヘルパ＿さんが休日を返上して12月

30日まで移動入浴サービスを行いました。

現在、入浴サービスは6人のホームヘルパーさんが2台の入

浴車で、週1回お年寄りの自宅を訪問しています。年末は26

日の仕事納めから9連休になり、お年寄りが2週間以上入浴で

きない場合もあることを配慮し、休みを返上して、障害の重

い方の家庭を中心に移動入浴サービスを実施しました。

サービスを受けたお年寄りは「この時期、シャワーでは寒

いので助かります。気持ちよく新年が迎えられます。」と喜ん

でいました。

(l l) 広報おおあらい '98.2.5 



日
時
／
3
月
14
日
（
土
）

1
1
5
日
（
日
）

会
場
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

※
M
T
B
（
自
転
車
）
レ
ー
ス

サ
ン
ビ
ー
チ
特
設
コ
ー
ス
（
ダ
ー
ト
、

ロ
ー
ド
、
砂
）
を
自
転
車
で
走
る

14
日

正

午

＼

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ー
8
0
（
周
回
3
時
間
）

個
人

・
チ
ー
ム

(
2
1
3
人
）
・

フ

ァ
ミ
リ
ー
の
部

15
日

午

前

9
時
＼

●
キ
ッ
ズ
(

2

k

m

)

個
人
（
中
学
生
以
下
）
の
部

●
エ

ン
ジ
ョ
イ
60
（
周
回
ー
時
間
）

大
洗
あ
ん
こ
う
祭
＆

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

M
T
B
チ
ャ
レ
ン
ジ

ぺ＇

者）共
済
期
間
／
4
月
ー
日
か
ら
ー
年
間

加
入
受
付
／
2
月
2
日
か
ら

対
象
と
な
る
交
通
事
故
／

①
日
本
国
内
の
道
路
上
を
運
行
中
の
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の
接
触
、

衝
突
、
転
落
、
転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ

会
費
／
大
人

9
0
0
円

5
0
0
円

(S58

4
 
中
学
生
以
下

2
以
降
出
生

県
民
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

個
人

・
チ
ー
ム

(
2
¥
3
人）

ァ
ミ
リ
ー
の
部

参
加
費
／

小

中

学

生

無

料

個
人
（
高
校
生
以
上
）
2
、
0
0
0
円

チ
ー
ム

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
3
、
0
0
0
円

＊
申
込
締
切

2
月
2
7
日
（
金
）

※
ビ
ー
チ
・
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会

小
学
生
の
部

・
中
学
生
の
部

（
予
選

14
日
正
午
＼
、
決
勝
15
日

午
前
9
時
＼
）

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

（
予
選
決
勝
15
日

午

前

9
時
＼
）

参
加
費
／

小

中

学

生

の

部

無

料

一
般
の
部

3
、
0
0
0
円

＊
申
込
締
切

2
月
2
7
日
（
金
）

※
そ
の
他

15
日

午

前

9
時
＼

郷
土
芸
能
（
大
洗
荒
磯
太
鼓

．
磯
節
保

存
会
等
）
あ
ん
こ
う
の
吊
し
切
り
の
実

演
、
あ
ん
こ
う
鍋
サ
ー
ビ
ス
、
特
産
品

販
売
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

・
イ
ラ
イ

ラ
棒
等
々

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
) フ

◎
都
合
の
よ
い
場
所
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。
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：四
時
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る
死
傷
。

②
踏
切
道
に
お
け
る
電
車
等
と
の
接

触
、
衝
突
の
事
故
に
よ
る
死
傷
の
場
合
、

衝
突
の
事
故
に
よ
る
死
傷
の
場
合
。

加
入
方
法
／

「県
民
交
通
災
害
共
済
申

込
書
」
に
会
費
を
添
え
て
役
場
住
民
課
、

ま
た
は
、
お
近
く
の
出
張
受
付
場
所
へ

お
申
込
下
さ
い
。

ね
た
き
り
老
人
な
ど
の

家
庭
介
護
講
習
会

日
時
／
3
月
6
日
（
金
）

午
後
ー
時

1
午
後
3
時

場
所
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容
／
テ
ー
マ

「
老
化
に
よ
る
体
の
変

化
と
そ
の
対
策
」

講
師

・
保
健
課
保
健
婦
増
渕
聡
子

申
込
締
切
／
2
月
2
7
日
（
金
）

そ
の
他
／
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
人
数

制
限
あ
り
。
参
加
者
に
は
、
介
護
用
品

｀
 

団
長

■l
o
‘
0
0
0
円

大
洗
地
区
涸
沼
浄
化
対
策
協
議
会

会
長
菅
原
禰

川
上
俊
彦

■4
9
、

0
0
0
円

ス
パ
ー
大
洗
和
銅
店

■4
2
、
5
7
7
円

動
力
炉

．
核
燃
料
開
発
事
業
団

大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

■2
5
、
0
0
0
円

神
明
宮
宮
司
栗
俣
家
康

■l
o
‘
0
0
0
円

大
洗
盲
人
福
祉
協
議
会

■3
0
、
0
0
0
円

船
渡
青
年
会

■l
2
、
0
0
0
円

大
洗
町
磯
浜
町
6
3
0
溝
ロ
ト
ミ
子

■2
ー
、
0
0
0
円

大
洗
水
産
加
工
業
協
同
組
合
青
年
部

■5
0
、
0
0
0
円

ベ
テ
ラ
ン
カ
ー
ク
ラ
ブ
東
京

■2
8
、

5
0
0
円

大
洗
町
消
防
団

■l
2
、
0
0
0
円

匿

名

■l
o
o
‘
0
0
0
円

匿

名

■l
2
、
0
0
0
円

大
洗
ネ
ス
ク
ラ
フ

大
貫
店

善
意
の
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
協
議
会
（
敬
称
略
）

無
料
配
布
。

問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
ー
5
4

『シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
イ
ル
カ
』

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

交
通
標
語
看
板
を
設
置

去
る
1
2
月

1
日、

大
洗
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
戸
塚
敏
夫
会
長
）

で
は
、
ク
ラ
ブ
創
立
2
5
周
年
記
念

事
業
の

一
環
と
し
て
、
大
洗
鹿
島

線
高
架
橋
に
交
通
死
亡
事
故
連
続

ゼ
ロ
を
祈
念
し
て
交
通
標
語
看
板

が
設
置
さ
れ
ま
し
た。

町
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が

悲
悌
な
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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となりのまちから

水戸市広域市町村圏協議会

水戸の梅まつりと
大河ドラマ「樹l1紅」翫傭¢量》
春のさきがけ「水戸の梅まつり」が偕楽園

館で2月 20日から3月 37日まで行われます。

偕楽園では700種3千本の梅が咲き誇り、まつり

期間中の日曜日には色々なイベントが行われます。

また平成70年NHK大河ドラマが「徳川慶喜」

に決定し、千波公園ふれあい広場に、慶喜ゆかりの

建物群を仮設した大河ドラマ「徳川慶喜」展示館を

建設し、 1月ll日にオープンいたしました。

こ家族おそろいでお出かけ下さい。

［「徳川慶喜」展示館】

入場料金••大人800円、子供400円

団体 (30人以上） 640円

弘道

［問合せ】

水戸市観光協会

水戸市観光課

合 (224)0441 

fl (224) l l l l（内線513)

発売額

＼ 
大洗駅二水戸駅

大人 小 人

＂ 券誓
通常 (620円）(320円）

割弓I560円 300円

差引 60円お得 20円お得

慶
喜
記
念
乗
車
券

（
水
戸
往
復
割
引
）

の
発
売
に
つ
い
て

利

用

日

／

3
月

29日
（

日

）

ま

で

の

土

・

日

・

祝

日

発

売

箇

所

／

大

洗

駅

、

新

鉾

田

駅

、

車

掌

、

鹿

島

神

宮

駅

観

光

案

内

所

割

引

率

／

全

区

間

10％
割

引

（

鹿

島

サ

ッ

カ

ー

ス

タ

ジ

ア

ム

ー

水

戸

間

）

有

効

期

間

／

当

日

限

り

有

効

下

車

前

途

無

効

発

売

枚

数

／

3
種
類

3
、

0
0
0枚

問

合

せ

／

鹿

島

臨

海

鉄

道

（

株

）

6

(2
6
7
)
5
2
0
0
 

ー

涸

沼

・

涸

沼

川

の

水

を

守

る

た

め

に

ご

協

力

下

さ

ぃ

ー

台

所

、

風

呂

、

洗

濯

な

ど

の

生

活

雑

排

水

で

湖

沼

が

汚

れ

て

い

ま

す

。

今

回

、

涸

沼

及

び

涸

沼

川

流

域

に

住

む

世

帯

に

、

台

所

用

の

「

微

細

目

三

角

コ

ー

ナ

|

」

を

無

料

配

布

し

ま

す

。

台

所

か

ら

出

る

コ

ミ

等

は

、

三

角

コ

ー

ナ

ー

を

通

し

て

排

水

し

、

水

質

の

浄

化

に

こ

協

力

下

さ

い

。

対

象

世

帯

／

平

成

9
年

度

配

布

世

帯

涸

沼

流

域

（

町

内

会

名

）

台
所
用
「
三
角
コ
ー
ナ
ー
」

無
料
配
布

松

川

報

国

、

第

一

、

第

二

、

中

部

、

共

励

、

成

田

、

大

谷

川

、

干

拓

、

神

山

、

川

口

涸

沼

川

流

域

（

町

内

会

名

）

舟

渡

ー

区

、

2
の

ー

、

2
の

2
、

2
の

3
、

3
区

、

4
区

桜

道

5
、

6
、

7
、

8
、

永

町

15の

1
、

15

の
2
、

16
の
3

配

布

予

定

日

／

2
月

中

旬

問

合

せ

／

生

活

環

境

課

（

内

線

2
4
3
)

青

色

申

告

会

で

は

、

税

制

の

不

合

理

を

改

善

す

る

た

め

青

色

申

告

者

個

人

の

立

場

か

ら

改

正

の

要

望

を

行

っ

た

り

、

国

民

健

康

保

険

や

国

民

年

金

の

制

度

改

善

な

ど

、

老

後

の

生

活

の

安

定

充

実

の

た

め

の

運

動

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

ま

た

、

青

色

申

告

の

基

礎

か

ら

合

理

的

な

記

帳

の

し

か

た

や

決

算

申

告

の

実

際

ま

で

を

講

習

な

ど

で

丁

寧

に

指

導

し

ま

す

の

で

、

ま

だ

加

入

し

て

い

な

い

方

は

、

ぜ

ひ

こ

の

機

会

に

加

入

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

申

込

み

／

大

洗

町

商

工

会

内

大

洗

町

青

色

申

告

会

6

(
2
6
6
)
1
7
1
1
 

青
色
申
告
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

一

■休館日2月
9
日

（

月

）

11日
（

祝

日

）

.16日
（

月

）

・

23日

（

月

）

．

3

月

1
日

（

日

）

・

2
日

（

月

）

9

日

（

月

）

■貸出時
間

午

前

9
時

30
分

1午
後

4
時

30
分

■貸出期
間2
週
間
l
人
3
冊

ま

で

相

談

日

／

2
月

6
日

・

13日

27日
・

3月

6
日

・

13日

場

所

／

商

工

会

館

婦

人

研

修

室

時

間

／

午

後

ー

時

30
分

1
3時

※

た

だ

し

、

毎

月

第

ー

金

曜

日

だ

け

は

、

弁

護

士

が

相

談

（

要

予

約

）

。

相

談

料

は

無

料

で

す

。

申

込

み

／

社

会

福

祉

協

議

会

（

内

線

ー

6
0
)

...
 

,
 ..
 

．

．
 

,
 ..
 

．

．
 

c
^
 

呑―麒

ポ

プ

ラ

社

6
か

い

め

の

転

校

。

新

し

い

ク

ラ

ス

。

と

な

り

の

席

は

、

背

の

高

い

お

と

な

し

そ

う

な

女

の

子

だ

っ

た

。

「

よ

ろ

し

く

」

ー

ぽ

く

は

な

ん

と

な

く

は

す

か

し

く

っ

て

、

で

き

る

だ

け

小

さ

な

声

で

い

っ

た

。

転
校
6
か
い
友
だ
ち
8
人

依

田

逸

夫

・

作

岡

本

順

・

絵

心
配
こ
と
相
談

20
日

い

リ

ブ

リ

オ

出

版

遺

跡

や

沈

没

船

な

ど

を

、

化

学

的

、

考

古

学

的

に

調

査

し

、

検

証

す

る

シ

リ

ー

ズ

。

実

際

の

調

査

現

場

の

様

子

だ

け

で

は

な

く

、

当

時

の

生

活

を

少

年

や

少

女

の

目

か

ら

描

い

て

い

ま

す

。

こ

の

巻

の

主

人

公

は

、

沈

没

の

現

場

に

い

あ

わ

せ

た

少

年

ジ

ャ

ッ

ク

と

少

女

ル

ー

ス

で

す

。

- -■9_,99, . .,. 

烈2．そ2ク号の氾撻
ロ
バ
ー
ト
•
D

・
バ
ラ
ー
ド
著

柴

田

和

雄

・

訳

R

書

紹

介

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
遭
難
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公
民
館
ま
つ
り

“
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
”

出
店
者
募
集
！

第

3
回

公
民
館
ま
つ
り

公
民
館
講
座
、
自
主
講
座
・
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
第
3
回
公
民
館
ま

つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
日
頃
か
ら

熱
心
に
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
学
習
成

果
を
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

日
時
／
3
月
ー
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
1
午
後
3
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
各
講
座

．
自
主
サ
ー
ク
ル
の
展

示
•

発
表

・

作
品
販
売

▼
お
茶
席
（
ー
席
2
0
0
円）

▼
発
表
会
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン

ス
太
極
拳
ほ
か
）

▼
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
レ））
 

▼
古
本
市
（
l
人
3
冊
ま
で
無
料
配
布
）

▼
陶
芸

3
D
デ
ュ
パ
ー
ジ

ュ

手

打

ち
そ
ば
ほ
か
ー
日
体
験
教
室

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

胃
が
ん
検
診

ノ`

平
成
10
年
度
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

し
た
し
ま
す
。

が
ん
の
お
そ
ろ
し
さ
を
認
識
し
、
ご

家
庭
の
中
に
検
診
対
象
者
が
い
る
場
合

は
、
必
す
受
診
し
て
下
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す

検

診

日

4
月
13
日
（月
）

4
月14日
（火
）

4
月15日
（水
）

場

所
保

健

セ

ン

タ

ー

保

健

セ

ン

タ

ー

保

健

セ

ン

タ

ー

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
視
触
診

(50
歳
以

上
の
女
性
）

冒盲習計水］ 昏g ~ ~月-一 ~~ 
検

診

，̀月ー— ‘、 日

保 保 保 保 場

健 健 健 健 所
セ セ セ セ
ン ン ン ン
夕 夕 夕 夕

| I I | 

｀
 

視
触
診
の
み

(30
歳
以
上
の
女
性
）

日
時
／
3
月
ー
日
（
日
）

午
前
10
時
＼

場
所
／
中
央
公
民
館

（
雨
天
時
は
公
民
館
内
）

参
加
要
項
／
1
8
歳
以
上
の
町
民
（
在
住
）

の
方
、
た
だ
し
、
高
校
生
単
独
や
業
者

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
料
／
ー
ス
ペ
ー
ス
に
つ
き

5
0
0

円
の
出
店
料
を
申
込
時
に
納
入
（
出
店

料
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ

て
頂
き
ま
す
）
ー
店
舗
に
何
名
で
も
可
。

売
場
／
ー
ス
ペ

ー
ス
は
、
l
O
坪
程
度
。

使
い
方
は
自
由
。

募
集
店
数
／
20
店
（
雨
天
時
は
10
店）

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

■受
付
時
間
／
6
3
0
¥
8

■対
象
者
／
4
0
歳
以
上
の
方

■申
込
み
等
／
3
月
23
日
ま
で
(

l

日

75
名
で
締
切
り
）

■検
診
の
際
は
、
ボ
タ
ン
の
な
い
肌

着

・
ト
レ
パ
ン
を
着
用
し
て
下
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

■受
付
時
間
／
1
3
0
0
1
1
4
0
0
ま
で

■申
込
み
等
／
4
月
2
日
ま
で
(

1

日

50
名
で
締
切
り
）
前
年
に
受
診
さ
れ
た

方
は
視
触
診
の
み

子
宮
が
ん
検
診

■受
付
時
間
／
1
2
3
0
1
1
3
3
0
ま
で

■対
象
者
／
30
歳
以
上
の
女
性

■申
込
み
等
／
4
月
2
2
日
ま
で
(

1

日

ー
2
0
名
で
締
切
り
）

大
腸
が
ん
検
診

■申
込
み
／
検
査
容
器
配
布
期
間

4
月
3
日
1
5
月
22
日

■申
込
み
場
所
／
検
査
容
器
配
布
場
所

胃
が
ん

・
子
宮
が
ん

．
乳
が
ん
検
診

会
場
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー

■検
便
持
参
日
及
び
場
所

4
月
2
7
日
（
月
）
．

5
月
2
7
日
（
水
）

保
健
セ
ン
タ
ー

■検
査
方
法
／
便
潜
血
反
応
検
査

各
検
診
共
通
事
項

•

各
検
診
と
も
無
料
（
但
し
、
乳
房
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
は

5
0
0
円）

.
4
0
歳
以
上
の
方
は
、
検
診
の
際
「
健

康
手
帳
」
を
必
す
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

．
詳
し
く
は
、
全
世
帯
配
布
の
チ
ラ
シ

に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
検
診
の
問
合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
ー
2
4
)

へ

●大洗文化センター● 合266-2442

00
ま
で

胃盲胄盾火 管~~j 日.. ~ ~ ］ g 普計>習計目i 盲音i 検目n^ジ
9 木ヽ-• 

ヽヽ月
木^ヽ  ^  ` 水-• 一^ 火 一^ 月

、金ヽ-、日， ， i I i i >

角

直［ 
; セ

場， 所
f f f 

習昇~金~ 一-~ ~ 見~且一 昇昌： ［ ： 胃盲検診
、金‘-一、‘ 、木‘一-‘、、ヽフ.I<--、、`金一、• 木‘---‘ 、日， 
胃>； 畠， 角翡>場， 所
［ f 

月日 麗催事内容 開始時間 開催場所 主催 入場方法

l l 才＜届言お楽し祝饒画会（もり釘廿姫）231品51呈 11104200~知20~ ホー）レ 鱈初ダ—g主晨戻 大子人供7I.oo:J00円可
2 

啜l器 団ー体段 大子人供770000円円21 土親硲蒻ミ1ー洲Iii（浙りと豆躯） ホール叩‘}ダー且主言晨

l 8 健康まつり 900~ 大会議室 大嘉蒻謡鱈 一 般

3 3 火所得税確定印告納税相談 830~ 大会巖室 対翻謡饂 関係者

4水所得税確定印告納税相設 830~ 大会鼠室 嬬轍翡揺員関係者

固定資産税 （第4期）

納期は

3月2日迄です。

国民年金 (2月分）

は2月27日迄です。

'98.2.5 広報おおあらい (14) 



アイドIL!
月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

火
機能回復訓練 障害をもった方で機能訓繰が必要な方 9 00~11 00 

17 
二種混合接種 各,jヽ学校もit者 13 15~14 00 

18 水 1歳6カ月健診 憐1歳6カ月1こ達した幼児 J3 00~14 00 

2 
20 金 機能回復訓練 粒（内害科をlも因っ，診た往）J指で慨入切能，Jll紬が必要な）J 9 00~11 00 

24 火 機能回復訓練 障害をもった方で様能訓練が必要な方 9 00~11 00 

水
国保相談 老人医療受給券箭規交1寸者 9 00~I I 30 

25 
三種混合接種 生後3カ月～90カ月未酋IJ)乳幼児 13 15~l4 00 

26 木 乳児健診 生生後後36カカJJll~~47カカ月l]のの乳乳兄児 13 00~14 00 

3 火 機能回復訓練 I店（理，t:学を根もっ法た士方指で横~q,能) ，~II 紬が必要な）i 13 00~ l5 00 

4 水 ッベルクリン反応検査 生後3カ月～48カ月の乳幼児 13 15~14 00 

6金
機能回復訓練 篇害をもった方で様能訓練が必要な方 9 00~II 00 

3 
BCG接種 ッベルクリン反応検査で陰性IJ)者 13 15~14 00 

9 月 母子相談 母翡及び乳幼児 9 30~11 00 

10 火 機能回復訓練 障害をもった方で抜能訓練が必要な方 9 00~11 00 

11 水 離乳食教室 生後3カ月～12カ月の乳幼児及び母親 11.00~13.00 

13 金 機能回復訓練 障害をもった方で機能訓練が必要な方 9・00~11 00 

16 月 機能回復訓練 祁（整害形を外もっ科た医方診で機察能指，U祁II釉）が必要な方 13 00~15・00 

屑奇蒋怯くん
（東光台3区 l歳4ヶ月）

●父修

●母寿子

将汰の笑顔は、パパとママ

の宝物です。

飴合 呆粂ちゃん
（五反田3区 6ヶ月）

●父毅

●母あけみ

はやく大きくなって、お父

さんお母さんと一緒に遊ぽ

うね I

寒
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
今
月
は
、
今
話
題
の
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(
H
5
N

|
)
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

例
年
冬
に
流
行
を
起
こ
す
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
全

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
健
康
で
生
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
栄
養
・
運
動

．
休
養
を

基
本
に
健
康
づ
く
り
を
楽
し
く
体
験
で

き
る
よ
う
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た。
ぜ
ひ
｀

r
」
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

第

8
回
健
庫
ま
つ
り

圃
催
の
お
知
ら
せ

3
目
1
日

（

日

）

《健
康
ま
つ
り
の
紹
介
》

▼
場
所

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
1
2
時
3
0
分

成
人
病
予
防
料
理
試
食
、
牛
乳

・
乳
製

品
普
及
、
ポ
ス
タ
ー

・
習
字
・
標
語
展

示
、
成
人
病

．
が
ん

・
エ
イ
ズ
予
防
展

示
、
国
保
P
R
、
体
脂
肪
測
定
、
生
活

活
動
年
齢
測
定
、
震
産
物
即
売
、
福
祉

機
器
展
＿
ホ

．
町
民
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
写
真

等
展
示
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
先
着
順

・
参
加
賞
あ

り
）
、
献
血
、
献
眼
．
献
腎
P
R

《表
彰
式
》
漁
村
セ
ン
タ
ー
研
修
室

午
前
9
時
1
9
時
40
分

健
康
家
庭
・
献
血
功
労
者

く
違
っ
形
の
ウ
イ
ル
ス
で
、
ト
リ
の

ウ
イ
ル
ス
が
ブ
タ
等
を
介
し
て
ヒ
ト

の
身
体
に
入

っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り

流
行
を
ひ
き
起
こ
し
ま
す
。

一
九
一

八
年
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
、
一
九
五
七

年
の
ア
ジ
ア
か
ぜ
、
一
九
六
八
年
の

香
港
か
ぜ
と
い
う
歴
史
に
残
る
大
流

行
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
12月

現
在
、
確
認
さ
れ
た
患
者
は
二
十
名

程
で
す
。
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

ヘ
の
感
染

は
ま
だ
未
確
認
で
あ
り
ま
す
が
、
ヒ

ト
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
対
し
免
疫
が
な
い
た
め
、
世
界

中
で
大
流
行
が
起
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
予
防
法
で
す
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
基
本
で
す
。
し
か
し
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て

は
、
ま
だ
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
ヘ
の
感
染

が
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
ワ
ク
チ

ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ

健
康
標
語

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
到
達
者

特
選
者

（代
表
）

《
講
演
会
》
町
民
会
館
大
会
議
室

午
後
ー
時
1
午
後
2
時
3
0
分

『笑
い
に
勝
る
良
薬
な
し
』

講

師

日

本

笑

い

学

会

荘

司

先
生最
近
笑
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
笑
う
こ
と
は
健
康
に
と
っ

て
も
よ
い
効
果
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
先

生
の
豊
富
な
体
験
を
交
え
「
笑
い
」
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

問
合
せ
／
保
健
課
（
内
線
ー

2
3
)

「A
香
港
型
」
「
A
ソ
連
型
」
「
B
型」

の
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
高
齢
者
や
余
病
の
あ
る
方
は

医
師
に
相
談
の
う
え
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

最
後
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限

ら
す
風
邪
の
予
防
に
つ
い
て
い
く
つ

か
挙
げ
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
下

さ
い
。

●
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
て
、
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
す
。

●
人
混
み
は
な
る
べ
く
避
け
、
外
出

時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
、
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
。

●
部
屋
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
休
養
を

心
が
け
る
。

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、

毎
日
の
健
康
管
理
が
一
番
大
切
で

す
。
体
調
を
く
す
さ
す
冬
を
乗
り
き

っ
て
下
さ
い
。
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マッカサウォ
体の半分ぐらいある大きな頭に大きな目、口を「へ」の

字に結んだユーモラスな姿のマッカサウオですが、発光す
ぁこ

る魚としても有名です。下顎に発光器があり、その中にバ

クテリアを住まわせ、バクテリアの出した光を調節するこ

とができます。しかし、何のために発光するのかまだよく
うろこ

分かっていません。黄色地に黒の縁取りをした鱗を全身に

まとった派手好きなマッカサウオのことですから、暗闇で

も自己アピールしたいのかもしれません。
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